
令和７年度 ワークショップスタートアップ支援 

受講者募集します！ 

 

～はじめに～ 

最近さまざまな場所で目にする「ワークショップ」。自分もやってみたい！とは思っても、はじめの一歩をどうやって踏み

出せばよいのか、その方法を知ったり学んだりする機会にはなかなか出会えません。すでにワークショップの分野で活動し

ている芸術家たちは、どのようにしてワークショップを始めたのでしょうか。そして、ワークショップはどのようにして生ま

れるのでしょうか。この「ワークショップスタートアップ支援」は、そんな「やってみたい！」という気持ちを持つアーティスト

のみなさんが、ワークショップのアイディアをかたちにできるよう財団職員が伴走するものです。 

 

また近ごろ、「ワークショップ」は単なるものづくりの体験にとどまらないものとして、学校園や福祉施設などの現場にお

いても実践されるようになっています。このような場所でのワークショップは、参加者が日々を生き生きと過ごすことにつ

ながったり、新たな視点で世界を見ることができるきっかけになったりします。 

そこで今回は、どんなところでだれにむけてワークショップを行うか、想像を膨らませながら企画を考えていただきます。 

私たちもみなさんの制作スタイルやアーティストならではの視点や思考が活かされたワークショップになるよう、一緒に試

行錯誤していきたいと思っています。 

これまでにワークショップを実施した経験がある方も、そうでない方も、ぜひご応募をお待ちしております！ 

 

●期間 

2025 年 6～9 月 

※9 月頃にワークショップのランスルーを行います。 

 

●募集人数 

 2 名 （堺市新進アーティストバンク美術部門登録者） 

※定員を超えた場合は、抽選を行います。 

 

●応募方法 

 ５月１８日（日）までに、名前と参加希望の旨を記載し、メールにご返信ください。 

 

●主な支援内容 

・学校園やこども食堂等の現場に携わってきた財団職員が、コーディネーターの視点からアドバイスやフィードバッ

クを行います。 

・研修にかかる材料費（上限 2 万円）、およびワークショップに使用する施設使用料は、財団が負担します。 

※特殊な場所や材料が必要になる場合は、企画内容の調整をお願いする可能性があります。 

 

●どんな対象をイメージしてワークショップを作るの？  

例えば… 

・幼稚園・保育所・認定こども園にかよう未就学児 

・小学校、中学校、特別支援学校の児童、生徒 

・こども食堂につどう地域のひと 

・不登校やひきこもりの状況にある人を支援する施設にかよう若者 

※今回の研修では、財団職員や関係者が参加者役となってワークショップのランスルーを実施します。 

堺市新進アーティストバンク 



●どんなワークショップをめざすの？  

例えば… 

・見たことのない素材に出会うことで、創作意欲がかき立てられるワークショップ 

・アーティストならではの、ものの見方を知ることで、日常の風景がちょっと面白くなるワークショップ 

・参加者同士のコミュニケーションが自然と生まれるワークショップ 

・自分の感覚に集中し、制作をとおして自分自身を大切にするワークショップ 

 

●全体の流れ  

・財団職員とのやり取りは、主にメールやオンラインミーティング、必要に応じて対面で行います。 

・対面で実施するオリエンテーションとワークショップランスルーの日程・場所は、受講者決定後に担当者と調整します。 
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お問合せ 

公益財団法人堺市文化振興財団   担当：恒川・川﨑 

〒590-0061 堺市堺区翁橋町 2 丁１－１ 

TEL 072-228-0880 / 072-228-0114 （平日 9:00～17:30）   

FAX 072-228-0115 

E-Mail jigyo@sakai-bunshin.com 

オリエンテーション 

やってみたい内容、対象や場所のイメージを財団職員と一緒にふくらませます。 

ランスルー当日まで、私たちと一緒にワークショップをつくっていきましょう！ 

企画づくり 

オリエンテーションで話し合ったことに基づいて企画の方向性を設定し、財団職員

とやり取りしながら企画の概要をまとめていきます。 

自分の制作スタイルや専門性は、 

どのようなかたちで、ワークショップに繋がっていくのでしょうか？ 

ワークショップランスルー当日  
実際の対象者や場所をイメージしながら、いよいよ実践！ 
財団職員や関係者が参加者役となり、企画したワークショップを体験します。 

 

ランスルー終了後、ふりかえりを行い、それぞれの立場から感想や気づいたこと

などを共有します。 

進行案づくり 

説明はどうやってする？材料はいつ配る？時間配分は？会場の設えは？ 

実際にワークショップをするためには、考えなければならないことがたくさん！ 

参加者と一緒に安心・安全にその時間を楽しむために、そして自信をもって進め

られるように、実践に向けてワークショップの詳細を「進行案」としてまとめます。 

 

アーティストカレッジ 

【アウトリーチ基礎講座】 

講師：中西麻友氏 
（NPO 法人芸術家と子どもたち） 

 

7/17(木)19:00～ 
(オンライン開催) 

 

全国ではどのような取り組み

がなされているのでしょうか。 

関東でアーティストと子どもた

ちの出会いの場を作っている

中西さんにお話を伺います。 
 

(受講生は必ず受講してください。

都合がつかない場合はご相談くだ

さい。) 
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